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ル ー ドル フ,ヒ ル フ ァ デ ィ ン グ1)(1877～1941)は,ウィ ー ソ 時 代,1904年
5月9日 に2),マ ル ガ レ ー テ ・ヘ ー ニ ク ス ベ ル ク(MargaretheH6nigsberg1871
～1942)2)と 結婚 した 。 しか しそ の後,1923年3)に 離婚 した。本稿 は,か れ の
は じめ の妻 マルガ レーテに ついて書 く。
1.マ ル ガレーテ
マ ル ガ レ ー テ ・へ 一 ニ ク ス ベ ル ク は,1871年6月20日 に,ウ ィ ー ン第1区
ホ ー エ ル マ ル ク ト10番 地 に 生 れ た4)。 か の 女 は,ル ー ドル フ と 同 じ くIsraeli
tischeKultusgemeinde(ユダヤ教 区会)5)に 出生 届が出 されてい る。 それが示
1)本 稿 の中 に,「 ル ー ドル フ ・ヒル ブ ァデ ィン グの伝 記 的 新 資 料」(『 三 田学 会雑 誌 』 第
65巻 第10号,1972年10月)の 「§4,ヒ ル フ ァデ ィング の夫 人 た ち」 を,注 記 な し
で利 用 す る。 な お 本 稿 と ともに,「若 き ヒル フ ァデ 孝ソ グ」(『季 刊社 会 思想 』3-2)を 読
まれれ ば有 難 い 。
2)He三ratmagister,Mag三stratsabteilung,WienerRathaus.なお マル ガ レーテ は,ふ
っ うMargaretと 自 ら書 い てい る。
3)β ゴogア砂 雇50ぬ θ∫ 磁 π4伽c乃 吻 ア4ε 協scぬsヵアαo砺g召πEη ¢ゴgγα'歪oπ πσoん1933,
Bd.1,M加chen1980.これ は黒 滝 正 昭 氏 に教 わ った 。
4)注(2)で の 調べ 。
5)「 ル ー ドル フ ・ヒル フ ァデ ィング伝 初 章」(『人 文 研 究 』 第59し 暁 う,1979年12月)
43ペ ー ジ。
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す よ うに,か の女 は ヒル フ ァデ ィングと同 じく,ユ ダヤ人であ る。第1区 に生
れた ことは,ユ ダヤ人 と しては,比 較 的珍 らしい ことであ る。普通 は,第2区
つ ま り レオ ポル ト・シ ュタ ッ トに 多 く¢)ユダヤ人 は住む か らで あ る6)。 かの女
の家の社 会的身分 は,低 くなか った。事実,父 は,ド ク トル ・ポ ウル ・へ一 ニ
クスベ ル ク(Dr.PaulH6nigsberg)といい,同 所 で開業医 を していた。大ぜ い
のき よ うだい の中で,か の女 は,長 女(第1子)で あ った。 マ トゥーラ(大 学
入学資格)を 獲 得 した のは,1898年7月11日7)で あ って,こ れは,興 味 をひ
くもの であ る。 つ ま、り,か の女が27歳 の時 だか らであ る。 なぜ このよ うに遅
か ったので あろ うか?こ れは,お そ ら く当時 の女性 の立場が原 因であ る。当時,
女性が大学 に入 ることは皆無では なか ったが,き わめ てむず か しい ことであ っ
た8)。 ギ ムナ ジウムを卒業 す る こともむずか しい ことで あ ったのでは あ るまい
か と思われ る。
文 学少女 であ ったか の女は,1898年 秋 に,ウ ィーン大学哲 学部に入学 した。
ちなみに,哲 学部 とは,1970年 代 中頃 まで,人 文科 学 ・社 会科学 の学部を意味
した。か の女のNationale(履 習届。 学期 ご とに,つ ま り年2回,大 学に提 出す
る)は,奇 妙な ことに,そ して残念 なが ら1枚 しか残 ってい ない9)。 それ に よ
れぽ,か の女は 自分 の第5ゼ メスター(190011901)の とき,つ ま り,1900年 の
秋 に,哲 学部か ら医学部 へ転 部 した。
かの女に は文 学的才能 があ り,イ タ リア語 ・フラ ンス語 がで き,英 語 は少 し
で きた。 ダンテ ・ア リギエ ー リを訳 し,ま たrア ルバ イター ・ツ ァイ トゥング』
に作 晶10)を 発表 した。 この文 学女性 が,医 者に なろ うとした ので あ った。医学
6)同 上論文。 レォボル ト・シェタヅトについては,C.KlusacekundK.Stimmer,
劫oρoJ4∫,σ4,.E,喫1πsθ」漉'伽 伽4θ γS'σ4',Wien1978.た だ し,こ の書は,
同地の古い住人によれば,い くつかの場所的な誤 りがないわけではない,と 。
7)RigorosumProtokollderUriversitatWien,ArchivderUniversitatW量en.
8)hstitutfarGesch三chtederMedizin(Wien)(以下,1.f.G.d.M.と 省略する)
でのききとり。
9)MargretHδnigsbergのNationale,D2946,MedizinischeFakultat,W圭nter
Semester1900/1901,ArchivderUniversitatWien.普通はすべてのNatiQnale
は残っているものである。同アルヒープの,Lδssl夫 人の助力で徹底的に調べたが,
この1枚 しか見つか らなかった。 同夫人にここで感謝したい。なぜ他 のNat沁nale
が散逸したかの原因は,当 アル ヒーブでもわからないとのことである。
10)筆 者未見。
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部一 当時 も多 くの ク リニ ックに分れ ていて,学 生 はそれぞれそ こへ通 った11)
一 時代 に,ジ ー クム ン ト・フ ロイ ト(後 述)に 学 んだ ことがあ る。 しか し,
そ の後,社 会 主義者 ヴィク トル ・噛ア ドラー(新 しいオ ース トリア社会 民主党創
立者)に 傾倒 す るよ うにな った12)。
か の女が医学部 に進 んだ とき,ル ー ドル フ も医学 部学生で あ った し,学 生社
会主義 同盟の活動的 メ ソバ ーであ った。 かの女 も,多 分 在学中に,こ の同盟に
加わ った と思われ るので,ル ー ドル フとマル ガ レーテは ここで遭遇 した蓋然性
が大 きい。
ヒル ファデ ィングは,1901年3月27目 に,ウ ィーン大学 医学 部を卒業 し,
早速,〕 般開業 医18)と して開業 した。 両親 と同 じ家 に 住 み(Kraftgasse6,14)
Wien第2区),そ こで診療 した のであ ろ う。当時は,大 学医学部 を出れば,一
般闘業 医になれた し,そ れが普通 であ った15)。 もちろん,現 在 ではなれ ない こ
とであ る。一般 開業 医以外 の道 は,医 学 の研究老 にな った り,大 病院に勤 めた
りす ることで,専 門医にな る者 もいた 。 ウ ィー ソで一番多い専 門医は,当 時,
「皮膚科 ・性病科専 門医」で あ った。 ヒル ファデ ィン グは,自 ら,結 婚届 に,
prakt.Arztと 職業を記 入 してい る。
老 人の国 オース トリアでは,若 い開業医 たちは,威 厳 と経験 の長 さを患者 に
示す ため,わ ざ と年を とって い るよ うに見せ た。つ ま り金縁 眼鏡をかけ,フ ロ
ック ・コー トを身 に着 けた ものであ る。 ヒル ファデ ィングが そ うしたか ど うか
不 明であ る。 かれ は もともと,年 よ り老け て見えていた。
マル ガ レーテは,1903年12月24日 に,大 学 を卒業 し,医 学博士 に プロモ ー
トされたユ6)。そ して,父 や,ル ー ドル フと同 じよ うに,一 般 開業医 にな ったの
1D注(8)
12)ピ ー タ ー ・ミル フ ォー ド博 士(マ ル ガ レーテ とル ー ドル フ ・ヒル フ ァデ ィング の第2
実 子)か らの聞 き と り。
13)praktischerArgtつま り一 般 開 業 医 。注(2)の 書 類。
14)こ の ビル デ ィソグは 現 存 して い る。 住 人 に よれ ば,約100年 た って い る。そ し て,プ
L!一 トに は こ うあ る。 「この 家 は1939/45の 戦争 の年 に 穀 損 され,〔 中 略〕1954/55に
再建 され た 。」
15)1.f.G.d.M.での聞 き と り。
16)注(7)の 資 料 。 なお,1901年3月 に第1回 の,1903年11月 に第2回 の,1903年12
月 に 第3回 の リゴ βズ ムを パ ス して い る。
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であ る。 ル ー ドル フ とか の女の愛は,社 会 民主主義運動 の中で成長 し,翌1904
年,2人 は結婚 した。新 居は リヒテ ンシ ュタイ ンシュ トラーセ30番 地(第9区)
であ り,こ の時以降,一 般 開業医 と して共 働 ぎ,共 稼 ぎの生活をは じめ るので
あ る。
マル ガ レーテは,「 顕著 な個 性」17)をもって お り,「 強い,科 学的 な,著 述 家
的傾 向を示 した 。」18)かの女は,夫 ル ー ドル フとと もに 『ノイエ ・ツァイ ト』に,
書 評19)を 寄せ るよ うに な った。 もちろん,経 済学 では な く,社 会立法 と医療 の
諸 問題につ いてであ った。
かの女は,1905年9月12日 に,第1子 カール・エ ミールKarlEmilHilferding
を生 んだ20)。Karlは,ル ー ドル フが もっとも尊敬 したKarlMarxの 名 にち
な んで付 けた ものであ る21)。 セカ ン ド ・ネームは,ル ー ドル フの父Emilの 名
であ る。 ヒル ファデ ィ ングは 『ノイエ ・ツァイ ト』誌上 に多 くの政治論文 を書
いたが,最 愛の息子 の名KarlEmi1を 用 いてそ のペ ン ・ネーム とした。
第2子 ピー ターPeterFriedrichHilferdingは,1908年1月21日に,ベ
ル リソのシ ェーネベル ク ・ル ーベ ンスシ ュ トラーセ19番 地 で生 れた22)。 した
が って,ル ー ドル フのベル リン行 き以後 の ことで ある。 フ リー トリヒは,エ ン
ゲル スにちなんで付け たのか も知れ ない。
ル ー ドル フは,1906年,ウ ィー ンか らベル リンへ移 る23)。そ の後,マ ル ガ レ
ーテとカ ール もや って くる。 ヒル ファデ ィ ングは ,1915年 に,オ ース トリアへ
帰 る24)。 そ して,1918年 に再 びペル リンに舞 い も どり,前 述 した よ うに,1923
年 にマル ガ レーテ と離 婚 し,同 年 ローザ(Roseあ るいぽRosa)な る婦人 と再
17)ミ ル フ ォ ー ド氏 に よる。
18)AlexanderSte玉n,R錫40げ田Zノセ7d伽g観d(泥 ¢d¢%疹scぬ ¢ ノ47δθ露¢アδ¢竃ρθg襯&
Hamburg1946,S.5
19)MinoruKurata,RudolfHilferdlng,WienerZ6it.EineBiographie(III),,in=『商 学 討究
』30-1,1979年S.55,Anm.(5)
20)KarlEmiiHilferdingのGeburtsscheinより。
21)ミ ル フ ォー ド。
22)PeterFriedrichHilferding(=Dr.PeterMilford)のGeburtsurkundeより
23)「 ヒル フ ァデ ィソ グ と 『金 融 資 本 論 』 の時 代 」(『歴 史学 研 究 』418号)
24)「 ヒル フ ァデ ィシ グ(1915-1918)一 一 ・・プ ス ブル グ 帝 国 の第1次 世 界戦 争 時 代 」(『 人
文 研 究 』 第56し ゅ う,1978年12月)
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かれがなぜマルガレ7テ と離婚 したかは分 らない。 もちろん,愛 情問題が第
嘲
1原 因であ ったであろ う。 しか し,そ の他 の間接因 として挙 げ られ ることはン
第 一次世界戦争 にかれが ハ プス ブル ク帝 国の軍 医 と して従 軍 した こ と,そ の間,
別 離を余儀 な くされてい たこ と,終 戦後,ド イ ツ独立社 会民主党 の命令 で,党
中央機 関紙rフ ライぐ イ ト』DieFreiheitの 編集長 として,再 びベル リン戻 っ
た こと,し か し,マ ルガ レーテは,ベ ル リンへ行かず,そ こに新 しい女性 ロー
ザが出現 した ことであろ う。 マル ガ レーテは,ウ ィー ン生 れで ウ ィー ン育ち,
そ して ベル リソよ りウ ィー ンの方が好 きであ った。 また女医 と して,ベ ル リン
では十分活動 できなか ったはず であ る。 したが って,ウ ィー ンか ら離れ られ な
いのであ った。 また,1911年 に は,ウ ィーン医者名 簿に,マ ル ガ レーテが登録
され てお り25)一 ル ー ドル フは もちろん登録 され ていない一,だ か ら,す で
に戦 前,こ の夫婦が別居 していた とい う可 能性 もある。
ローザ ・ヒル フ ァデ ィング夫人 につ いては,余 り知 られてい ないが,ド タ タ
ー位を もち,お そ らく ドイ ツあ るいはチ ェコス ロヴァキ ア出身 であ ると思われ
る。 ル ー ドル フ との間 に一人子が い る。
こうして,マ ルガ レーテは,ル ー ドル フと永久 に別れ,2人 の子 とともに ウ
ィー ンに住 みつづけ る。 もちろん,医 者 と して生活 し,あ る とき,校 医に もな
った。大変 良い医老 であ った と,言 わ れてい る。か の女の主著 の1つ は,r産 児
制限』(ウ ィー ン1926年26))で あ る。1930年2月6日 に息 子 カールが,ウ ィー
ン大 学で哲学 の ドク トルに プPモ ー トされた2マ)。しか し,平 和 な生 活 も,ナ チ
ーズムに よって破壊 され た。.か の女は,1942年 に,息 子 の カール と共 に,ナ チ
に捕 え られ,テ レーゼ ソシュタ ッ トThresenstadtに 送 られ,そ こで数 ケ月生
25)Wienの 医 者 のVerze三chni5(1911年)に1よ,マ ル ガ レ ー トは,Favoritenstr.112
に い る こ と に な っ て い る 。
26)MargaretheHilferdipg,Gθわ%γ伽7ε8β 」襯8Wien1926,論 文 と し て,Zur
Behandlu獄gderSchwa且gerschaftsbeschwerden.broschur14S.Wien:Perles
1912,aus:W三en.Med.Wschr.1912,Nr.46.
27)KartevoaKarlE.HilferdinganKarlKautsky,InternatiQnaalInstituutvQor
SbcialeGeschiedenis,KautskyArchivKDXI工573.
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活 した後,悪 名高い ア ウシュヴ ィッツ強制収容所 で,カ ール と ともに,お そ ら
くそ の年1942年 に亡 くな った28)。 正確 に言 うな らば,殺 された のである。
第二子 ピーター ・ヒル ファデ ィソグは,法 学 で ウィーソ大学 の ドク トル位を
とった。 ナヂズ ムの登場 後,イ ングラソ ドへ逃れ,そ の名Hilferdingを ミル
フ ォー ドMilfordと 変 え,戦 後再び ウィー ンへ戻 った29)。
マル ガ レーテは,1945年5月8日 に亡 くな った,と30)ウ ィー ソ市庁 には記 入
されてい る。 これは,民 法上 の手 続に過 ぎず,か の女 の悲 劇的運命に よるもの
である。死亡年 月 日が不 明なので,そ のよ うに取 り扱われ たのであ って,そ れ
ゆえ,か の女は,実 際 よ りも法律 の上 で3年 余計に生 きていた ことにな ってい
る。
マル ガ レーテ ・へ 一ニ クスベル ク ・ヒル フ ァデ ィソグは,オ ース トリアで大
学教育 を受 けた女性 の,最 も早い世代 の1人 であ る。 かの女 に関す る一層 の調
査は,オ ース トリア女性 史に とって,意 義のあ る ことと思 える。
性 の 問 題
ヒル ファデ ィングの同時代 に活 躍 した,も っとも有名な学者 は,言 うまで も
な く,前 出の ジークム ン ト ・フ ロイ トSiegmundFreud(1850～1939)であ り,
かれ は世 界 の関心を ウ ィー ンに向け させた のであ った。 フ ロイ トは ウ ィー ソ大
学医学部 を卒業 してい るか ら,ヒ ル ファデ ィングの先輩に あた るが,一 世代 ほ
ど上 であ る。 ヒル ファデ ィングが 入学す る ころ,か れは精神分析 の独創的 な学
問 を作 りあげ よ うとしていた。 しか し,そ の当時,ま だ有 名ではなか った。フ
ロイ トは1895年 に,共 著 でrヒ ステ リーの研究31)』 を 出 し,1900年 に右 名な
『夢 判断32)』 を 刊行 した。かれ は後者に 自信 を もっていた が,本 の売れ ゆきは
28)Milford氏 に よ る。
29)氏 は,戦 後,本 屋 を 経 営 し∫そ の後,国 民経 済 学 を 学 び,ウ ィー ン ・アル バ イ タ ー ・
カ ソ マー の研 究 員 を した。 現 在,停 年 で年 金 生 活 を 送 ってい る。
30)Heiratmagisterへ の補 遺,WieneエRathaus,なお,注(19)の 文 献 のAnm.(11)
を 参 照 。
31)S.Freudua4」.Breuer,S伽4漉伽7功s'爾 θ,Wien.
32)Freud,Pゴ6T7σ 獺 伽 襯8}Wien.
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悪か った。1902年,す なわ ち ヒル ファデ ィングが医学部を卒業 し た 後,フ ロ
イ トは ウ ィー ン大学 でや っと員外教授 にな り,講 義は1917年 まで行 な った。
との ときの最 終講義(1915～1917)が 有 名なr精 神分析 入門33)』 として刊行 さ
れた のであ る。 ヒル ファデ ィシグは それゆえ学生時代 に フ ロイ トの講義は聞 い
てい ない。 しか し,ζ ル ファデ ィソグの思想上 の師 ヴィク トル ・ア ドラーが フ
ロイ トと同業老つ ま り精神科医 で,か つ知人 とな った し,マ ルガ レーテが フ ロ
イ トを知 って いる し,ル ー ドル フ自身医老で もあ るので,か れ は フロイ トを読
んでいたか,あ るいは少 くとも関心は持 っていたはずで ある。
フロイ トの精神分 析学は,当 時 「いや らしい学問」 といわ れた。 なに しろ,
ノイ ローゼの原 因を性欲(正 確 にいえぽ,リ ビ ドー)の 抑圧 に求めた か らであ
る。 しか し,フ ロイ トは学者 として正直であ ったのであ る。 すでにかれ の先輩
研究 者は,ノ イ ローゼ の原 因がセ ックスに あ ると考 えて いた し,フ ロイ トに も
そ う語 っていた。 かれ らがそれ を公言で きなか った のは,オ ース トリアの社 会
セツクス
情況に よ っていた。す なわ ち,性 は タブーであ ったか らであ る。
19世 紀 のオ ース トリアでは,性 の問題 をお っか なび っく り避け て、とお ってい
た。公 の場所 では 口に しない し,性 の現わ れはすべ て抑 圧 しよ うどした。学校
と教会,新 聞 と書物は,そ ろ って この問題に触れ なか った。時代 は,性 につい
ての 自由な発 言を圧迫 した。
もちろん これは,オ ース トリアにか ぎられ る ことではな く,第1次 世界戦争
以前 の ヨー ロ ヅパ諸国 に,多 かれ少 なかれ,あ ては ま る。 ドイツの劇作 家 フラ
ソク・ヴ ェーデキ ソ ト(FrankWedeki唄,1864～1918)は,劇曲 『春 のめざめ』
Fr曲ringsErwachsenで34),この問題を大胆 に提起 した。 フラ ンスのあ る中
学校 の教 師 アン リ ・ファーブルは,講 演会でゴ め しべ とお しべ に よって種カミで
きる と語 った ところ,カ トリック教会 か ら,若 い女性 の前でかか る ことを話す
のは不謹 慎であ る と言わ れ,辞 職 を余 儀な くされ た35)。フローベ ール(Gustave
33)γ07」8s吻g8η2κ7E伽 ノ齢7纏g伽 漉 θPε ッo乃o碗 α砂sぎ,3Teile.Leipzigund
Wien1916-17.
34)ど うして 子供 が 生 まれ るの か を知 らされ な か った 少 女 ヴ ェソ ドラの 悲 劇 で あ る。1890
年 完 成 の こ の戯 曲 は,16年 間上 演 で き なか った 。
35)フ ァーブ ル の伝 記 と して,ル グ ロ 『フ ァー ブル 伝 』 講 談社 文 庫1979年 あ り。
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Flaubert(1821～80)は『マ ダム ・ボ ヴァ リー』MadameBovary,1856を出
版 した翌年(1857)告 訴 され る始末 であ った。
さて,当 時の ウ ィー ソの風俗 の映 画に よれぽ,男 性 は山高帽に フβ ック ・コ
ー トとい ういでた ちで あ る。婦人(貴 族 とブル ジ ョア)は ,首 元 まで きっち り
と止め られ た服,こ れ以上締 めた ら死 にそ うな胴,つ りがね スカー ト,鳥 の巣
の よ うな大 きな髪型を して,そ れに帽子 をか ぶ り,靴 下,ま た こていね いに白
い手 袋をつ けてい る。女性 の肉体は外に は まった く出る ことがな く,完 全 に被
いつ くされた。 肉体 的性 の要求 は,建 前 では夫婦 のあ いだだけに許 され た。躾
の よい とされ る娘たち とは,男 性に近づ かない,あ るいは隔離 され てい る者の
ことで あ った。性につ いては完全に無知 におかれ,子 供が ど うして生 まれ るの
か を少 しで も知 ってい ては いけなか った。 ウィー ソのあ る女性は,結 婚 の 日の
真夜 中,大 急 ぎで実 家に逃 げ戻 って,言 った。 「夫 は気 ちがいで悪魔 だ,あ んな
いや らしい人は も う二度 と見た くない。だ って,か れは大 ま じめで私 を裸 に し
ようとした のです もの。36)」
「性 」は表む きは タブーであ った。 しか し存在 しな い ものを隠せて も,存 在
す るものは隠 しおおせない。 だか ら必然的 に性の問題 が社会 の裏面で顔 を出 し
た。それ も姑息 な手段 であ る。街 では秘 かに ヌー ドの絵や写真 が売 られ,ポ ル
ノ文学?が 読 まれ た。エ ロテ ィ ックな劇場 ・小屋 がはや った。 禁止 されれ ばそ
れ だけ欲望が増大す る道理 であ って,欲 望は ハ ケロを求 めた。
最 も一般的 な解決 方法は,売 春 であ った。 当時 は今 よ りも売 春婦が多 く,男
性 の性 の解 決は容易 であ ったdか れ らは,ピ ソか らキ リまであ る各種 の娼婦 を
それぞれ 求めた。「上 品」で 「道徳的」な社会 を成 り立たせ るために,大 量 のあ
わ れな女性 たちが存在 し,そ れを支 えね ばな らなか った。 これ こそ社会 の弁証
法 であ ろ う。
若者 の恐れ は したが って性 病であ った。結 婚前 まで,あ るいは以 後で も,ほ
とん どの男性は売春 婦 との経験ボあ ったので,か れ らの1～2割 は性 病にかか っ
て いた らしい。 ドクター ・パ ウル ・エ ール リヒ(1854～1915)が 梅 毒に対 して
36)ッ ヴ・アイ ク 『昨 日の世 界 』1.み す ず 書 房,1975年,122ペ ー ジ。
'ヒル フ ァデ ィソ グ とマ ル ガ レーテ の 結婚(倉 田) 1ヱ3・
サルバルサンを発見 したのは1909年 のことであるか ら,医 者か ら性病 と診 断
された男性は,恐 怖のどん底に落 とされたのである。
性の問題を隠そ うとい う努力は,い わぽひきつったようになっていた。 フロ
イ ト学説は,か かる状況においては時代に対す る明快 な解答であ り,そ の学問
が成立する土壌はきわめて濃厚にあった。そ して重要なことは,時 代のヴェー
ルがほんの少 しつつではあれ,は がされようとしていた点である。 もしかれが
何十年か早 く生れていた ら,か れは本当に気狂い医者と思われ,フ ロイ ト医院
の門を叩 く患者は一人もいなか ったであろう。
オース トリアでは,2つ の理由か ら,男 性は若い年齢では結婚できなか った。
ドイツでもオース トリアでも,労 働者は,賃 金が安 く,家 族の扶養はできなか
った。若い労働者や社員は,自 分1人 しか生活できないほ どの薄給 しか貰って
いなか った。少なか らぬ工場や会社は,労 働者に結婚を禁止 した り,使 用人に
結婚許可願いを出させて許可 しあるいは拒絶 したのである。結婚適齢期にあ り
ながら結婚ができないとい う現実を前に して,人 びとは解決策をもっていた。
かれ らは同棲していたのである。 ウィーン地方裁判所は,1901年 の判決の一部
で,こ う認めている。一 労働者階級の大部分の者では,内 緑関係の同棲生活
がひろがっている。…今日の状態を観察 し評価す ると,結 婚外の関係を不道徳
と見ることはできない37)。一
プロレタリアは,そ れでも他の階級よりも結婚年齢は若か った。その理由は,
別べつの世帯を もっているよりも,一 緒にな った方が生活費が安 くついたか ら
である。 これは,同 時に,同 棲の理由でもあった38)。
37)EduardFuchs,1〃%3〃`8〃θ ε髭'θπg85c痂o配 θ"oη ル錫彦詑」αZ彦87う6sz%7Gθgθ π.
ωα7彦.1)os捌7gθ 〃Jo加Zθ 吻1'67.M伽chen[1912],S.299(安田徳 太 郎 訳 『風
俗 の 歴史 』 光 文社,あ り)。
38)マ ル クス主 義 の 性 愛 謙 につ いて 。 エ ソゲル スは,『 家族,私 有 財産 お よび 国 家 の 起 源』
で,言 う。 「性 愛(Geschlechtsliebe)が 妻 に た いす る関 係 で 真 に常 則 とな って お り,
また,な る こ とが で き る のは,被 抑圧 階 級 の あ い だだ け で あ る。 した が っ て 現 代 で
は プ μ レタ リア ー トに お い て で あ る」。(Engels,perUrsprungderFamilie,
Private三gentumsunddesStaats.in:施解Eηg61s砿87々 θ,Bd.21,Berlin
1962,S.73;訳,国 民 文 庫 版,1972年,. 1ペ ー ジ。一 『起 源』 の 訳 は,こ の 本 が今 で
は 一番 よい。 引 用 は訳 文 ど う りで はな い)。
これ を分 りや す く言 えば,「 労働 者 は,ふ つ う,惚 れ て(ausNeigung)結 婚 す る」
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若い者が結婚できない もう1つ の理 由は,社 会的なものであった。オース ト
リアは老人国であった。社会が若い人に経済的にも社会的にも力を与えていな
かった。若い男は,社 会的地位を築きあげるのには年月がかか り,そ れまでは
1人 前ではなかった。 こうい うわけで,市 民(男 性)は,20歳 前半で結婚す る
ことはなか った。 これは都会の場合であった。
農村では,若 くして下男は下女と一緒に寝た。オース トリアのアルプス地方
の村では私生児の数が嫡出子の数をは るかに上まわ っていた。シュタイエルマ
ルク,テ ィロル,ケ ルンテソでは,好 き合 った男女が結婚して も,相 続権のた
め,数 年間,夫 婦になれないことになっていた。
ブルジョア階級や地主階級の男たちは晩婚であった。とい うのは,身 分相応
の暮 しを しなけれぽならなかったか らである。そのためには一定の収入が必要
である。官吏や軍人は,一 定の等級に昇っていなけれぽならなかった。医師や
弁護士は経験を積んで業績をあげておかねぽならず,作 家や学者は名を売 らね
ぽならず,商 人は堅実な経営を築いておかねぽな らなかった。これを,30歳 台
の前半までに成就するのはむずかしい。
結 語
ヒル ブ ァデ ィソグとマルガ レーテの結婚 は,ど の よ うな もので あ っただろ う
か。 実は,当 時 の社会 か ら見れ ば,平 均的 な タイ プでは ま った くなか った。 む
しろ例外的 ケースであ る。
1904年 の結婚で あるか ら,ル ー ドル フ26歳,マ ル ガ レーテ32歳 であ った。
まず第1に,常 識的 な組 合ぜ か らは程遠 いのであ った。 か の女 は,6歳 上 の姉
さん女房 であ った。つ ぎに,ヒ ル ファデ ィングが26歳 で結婚 した のは,早 い方
(AugustBebe1,Z)ゴ θE7α κ 襯44θ7So2勿Zげs吻%s,60AufL.,Berlin1962,S.156;
訳,『 婦 人 論 』上,大 月書 店,1966年,151ペ ー ジ)と い うこ とで あ る。
マル ク ス主 義 の 正 しさは,プ ロ レタ リア ー トが 身分 と財 産 に しば られ て 結 婚 す る必
要 性 が な い,と い う点に あ る。 しか し,他 方 で,プ ロ レタ リアが 愛 情 か ら結婚 す る,
とば か りは 言 え な い 。つ ま り,個 人 と して の 自覚 と,広 く異 性 と 自由に 交 際 す る機 会
が な い と,そ の よ うには 言 えな い 。実 際 は,理 論 ど う りに は 行 きに くい。 プ μ レタ リ
ア も,便 利 的 に 結婚 す るぽ あ い が 少 くな い。
ヒル フ.アデ ィソ グ とマ ル ガ レーテ の結 婚(倉 田) ヱ15
である。おそ らく,相 手のマルガレーテが医者であ って,生 活力があるか らで
もあろ う。 または,常 識的な身分相応の生活を望まなか ったか らか も しれ な
い。通常あ結婚を望んだ とした ら,こ の年では仲なかできなかった に 相 違 な
いo
マルガ レーテの場合は,よ り一層例外的である。 当時,25歳 までに結婚し
ていない女性は,そ れ こそ大変であった。30歳 になれぽ,も う,「悲劇」であっ
た。マルガレーテは,要 するに,「 婚期」を逸 していたのであった。おそ らく,
結婚は絶対にあきらめていたにちがいないのである。大体,大 学出の女医で,
おまけに社会民主主義運動に熱意を示す女性には,普 通の男性は手が出せなか
ったであろ う。加えて敬度なカ トリック国オース トリアの中にあって,か の女
は,「無宗教」ときている。その証拠に,2人 とも結婚届の宗教欄に39)「無宗教」
と記入 している。マルガ レーテは,現 在残されている写真に よると,そ してそ
れは中年の時なので早急な判断はできないに しても,当 時の男性か ら見ていわ
ゆる女性的魅力があるとはとくに強調できないようである。
以上の諸点か ら考えて,ま た当時の状況 と二人の立場か ら見て,お そ らく,
この結婚は,風 習にまどわされず,よ'く 考えられた理性的なものだったと思わ
れ る。 ヒル ファディングも,自 由な,開 明的な,常 識にとらわれない人物であ
った,で あろう。かれ らは,も ちろん社会民主主義者であるか ら当 然 と は い
え,近 代的 自主的な愛情によって結ぽれたのである。
39)注(2)の 資 料
〔追 記 。 ピー タ.一 ・ヒル フ ァデ ィン グ ・ミル フ ォ ー ド博士 が,1971年,1976～78年,1981
年 に 小 生 と長 い イ ソ タ ヴ ュー を して 下 さ り,注20)お よび22)の2つ の 出生 簿 の コ ピ ー
を 小生 に 与 え て下 さ った こ とに,感 謝 す る。〕
